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■ 開会点鐘　■ ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱

第29回（通算1307回）例会

会長あいさつ

　挽野さん退院おめでとうご
ざいます。去年の29日に緊急
入院されて手術も無事終えら
れて出席していただきました。
卓話をよろしくお願いします。
　昨日、郡山青年会議所の
新年会に出席しました。他ク

ラブの方 も々出席され、150名ほどが若い人のパワーと元
気をいただいて帰って来ました。
　郡山アーバンRCの2月12日(水)のホテルハマツでの例会
に、公益法人日本体操協会会長でイオン株式会社名誉相
談役の二木英徳さん(芦屋RC)が来られ、「体操日本2020
年に向けて」との題でゲスト卓話をされるとのご案内をい
ただいております。幹事と共にメーキャップする予定です。
ご一緒いただける方は2月4日までにお申し込みください。
　伊野さんのすぐ下の弟さんが亡くなられました。67才だ
そうです。ご冥福をお祈りします。

高縁　勝一　会長

ロータリー情報・雑誌副委員長卓話
（ロータリー理解推進月間に因んだ卓話）

　本来のプログラムでは先
週の予定でしたが、本日に変
更していただきました。心臓
は普通の方で1分間に70～
100回の拍動をしますが、私
は42だということで医師から
検査を受けるようにと紹介さ
れて太田西ノ内病院に11月

の終わりに行き、検査の順番待ちで12月27日しか空いて
いないということでした。検査の結果、心電図に異常があ
るということになり、とにかく動くことはできないから即入院と
言われましたが、暮れも押し詰まっており、仕事の関係もあ
ったために仮のペースメーカーを付けられ、1月7日にペー
スメーカーを入れる手術をしました。心拍数が増えて血液
の供給量が増えたように感じます。考えてみると自覚症状
は昨年あたりからあったように思います。夏に旅行に行っ
て歩いた時に呼吸が乱れ疲労感もありましたが、涼しくな
ると調子が良くなったので、単なる老化現象だろうと考え
ておりました。11月にまた中東に10日間ほど旅行した時は
さらにひどい状況になりました。皆さんにご心配をお掛けし、
例会も欠席してしまいまして申し訳ありませんでした。
　ロータリー情報委員長は遠藤さんですが、代わりに副
委員長の私が卓話をさせていただきます。1月はロータリ
ー理解推進月間ということですが、ロータリー歴は長いの
に私自身少しも分かっていないと思いますので「ロータリ
ーの友」の中の文面をプリントしました。例会場には国旗を
掲揚し、月初めには国歌を斉唱しています。そのことを当
たり前だと思って私もまったく理解していませんでしたが、
ロータリーの友の中に、日本のロータリーが昭和初期に軍
閥の弾圧を受けたことが書いてありました。
　日本には大正9年、1920年に東京ＲＣができました。その
後、国情や国柄など時代の経緯を経て、ロータリークラブ

はアメリカが発祥の地であることから日本国内では認めら
れにくくなりました。先輩が軍閥の弾圧を逃れるために日
の丸を掲げ、君が代を歌う慣例ができたということです。自
分の国を誇るためには日の丸、君が代を押し出していか
なければなりません。オリンピックなどでは特にそうです。国
を誇示するには国歌が非常に大事であり、何事において
も必要であることを知らされました。そのことを心にとめて
拝礼、唱和を行いましょうと書かれています。毎月配布され
る「ロータリーの友」の最初のページに「ロータリーとは」と
して必ず載っています。
　「ポリオを撲滅に追い込んだ20世紀」も「ロータリーの
友」の一文です。ポリオと共にほかの病気も撲滅しようとい
うことで今はポリオプラスとして運動を行っています。ポリオ
は灰白髄炎という病気で、小児マヒとして特に子供を襲う
病気です。これを減らしていこうということで、ロータリーで
はポリオ撲滅の運動への協力を要請しています。「ロータ
リーの友」にはポリオが撲滅寸前となっていると書かれて
います。これまで多くの犠牲者が出て、その病気を防ぐた
めに何千万人というワクチンを投与してきました。そのため
に我々の浄財は使われています。ワクチンの発明者であ
る故アルバート・セービン博士は、ポリオがいずれ世界に蔓
延することを予見していました。
　最近のロータリーでは、水の問題が非常に重要である
とされています。世界の人口の飲料として用いられる清潔
な水は非常に少ない量です。衛生状態を良くして水を供
給していかなければ、水で命を落とすことにもなりかねませ
ん。私が昨年行った中東のアラブ首長国連邦は7つの国
王がまとまって作りました。大きな河川はなく、砂漠が国土
のほとんどを占めているために、飲料水は海水を真水化し
て使っています。このための設備には大変なお金がかか
りますが、石油と天然ガスの生産によって国の経済を左右
するほどのお金を持っており、海水を真水に変える装置な
ど簡単に取り入れるそうです。アフリカでは地下水を汲み
上げるために井戸を掘ったり、雨水をろ過して真水を得て
います。ユネスコと共にロータリーでも水を大事にして、ま
た水で困っているところを支援しようということで非常に力
を入れており、その活動が評価されております。

　中国でも大気汚染で困っていますが、水でも困っていま
す。エネルギー源の石油、石炭も余っているわけではありま
せん。米山奨学生として日本でお世話した中国の学生たち
が少しずつ活動してくれるものと思います。「ロータリーの
友」に支援活動などがたくさん載っておりますが、さらに知り
たいと思うことはホームページで資料を探していただきたい
と思います。「ロータリーの友」にはなるほどと思うことがたく
さん載っていますので、ぜひすみずみまで読んでください。
　ロータリー活動の報告の場が広報であり「ロータリーの
友」への投稿も大事であるとされております。新会員の皆さ
んのためにロータリー情報委員会がセミナーを行いました。
勉強不足なので次から次とやるべきことが出てきますが、ま
た機会があればお話しさせていただきたいと思います。

挽野　喜孝　さん

幹事報告
　新会員の承認についてのご連絡をいたしましたが、2名
の会員から異議がありました。
例会変更
◎1/29(水)郡山西北RC→6：30PM～
　クラブフォーラム森倶楽部

川名　修一　幹事

2013～2014年度
国際ロータリーテーマ



会員数
29名

出席者数
22名

欠席者数
7名

出席率
75.86％

前回修正率
86.67％

前々回修正率
80.00％

■ 出席報告　　　　　　　　　鈴木　聡　出席委員長

  ロータリー財団委員会報告　古山英夫　ロータリー財団委員長
◎挽野　喜孝さん（例会を休んでばかりですみません。今後、
　体調自己管理に気を付けます。）
◎川名　修一さん（挽野さんの卓話、今日は勉強したいと思
　います。）
　横田　三郎さん・高縁　勝一さん・伊藤　重幸さん
　慶徳　孝一さん・大川原利信さん・古山　英夫さん
　高橋　　亮さん・根本　良一さん・増渕　幸三さん
　村上　秀元さん・森合　三郎さん

  米山記念奨学会委員会報告　大川原利信　国際奉仕副委員長
◎高縁　勝一さん（挽野さん退院おめでとうございます。）
　高橋　亮さん・慶徳　孝一さん・石塚　征夫さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　鈴木聡　出席・スマイルＢＯＸ副委員長
◎挽野　喜孝さん（ここ2ヶ月ほど例会欠席ばかりで申し訳
　ございません。また、この度の私の治療に対しお見舞を頂
　き誠にありがとうございました。）
◎小橋　達夫さん（挽野さん退院おめでとうございます。卓
　話を楽しみにしています。）
　村上　秀元さん・横田　三郎さん・矢吹　智喜さん
　溝井　宇一さん・平石　典生さん・小針　　勉さん
　川島　　忠さん・小野塚昇一さん・鈴木　　聡さん

ー閉会点鐘

　本来のプログラムでは先
週の予定でしたが、本日に変
更していただきました。心臓
は普通の方で1分間に70～
100回の拍動をしますが、私
は42だということで医師から
検査を受けるようにと紹介さ
れて太田西ノ内病院に11月

の終わりに行き、検査の順番待ちで12月27日しか空いて
いないということでした。検査の結果、心電図に異常があ
るということになり、とにかく動くことはできないから即入院と
言われましたが、暮れも押し詰まっており、仕事の関係もあ
ったために仮のペースメーカーを付けられ、1月7日にペー
スメーカーを入れる手術をしました。心拍数が増えて血液
の供給量が増えたように感じます。考えてみると自覚症状
は昨年あたりからあったように思います。夏に旅行に行っ
て歩いた時に呼吸が乱れ疲労感もありましたが、涼しくな
ると調子が良くなったので、単なる老化現象だろうと考え
ておりました。11月にまた中東に10日間ほど旅行した時は
さらにひどい状況になりました。皆さんにご心配をお掛けし、
例会も欠席してしまいまして申し訳ありませんでした。
　ロータリー情報委員長は遠藤さんですが、代わりに副
委員長の私が卓話をさせていただきます。1月はロータリ
ー理解推進月間ということですが、ロータリー歴は長いの
に私自身少しも分かっていないと思いますので「ロータリ
ーの友」の中の文面をプリントしました。例会場には国旗を
掲揚し、月初めには国歌を斉唱しています。そのことを当
たり前だと思って私もまったく理解していませんでしたが、
ロータリーの友の中に、日本のロータリーが昭和初期に軍
閥の弾圧を受けたことが書いてありました。
　日本には大正9年、1920年に東京ＲＣができました。その
後、国情や国柄など時代の経緯を経て、ロータリークラブ

はアメリカが発祥の地であることから日本国内では認めら
れにくくなりました。先輩が軍閥の弾圧を逃れるために日
の丸を掲げ、君が代を歌う慣例ができたということです。自
分の国を誇るためには日の丸、君が代を押し出していか
なければなりません。オリンピックなどでは特にそうです。国
を誇示するには国歌が非常に大事であり、何事において
も必要であることを知らされました。そのことを心にとめて
拝礼、唱和を行いましょうと書かれています。毎月配布され
る「ロータリーの友」の最初のページに「ロータリーとは」と
して必ず載っています。
　「ポリオを撲滅に追い込んだ20世紀」も「ロータリーの
友」の一文です。ポリオと共にほかの病気も撲滅しようとい
うことで今はポリオプラスとして運動を行っています。ポリオ
は灰白髄炎という病気で、小児マヒとして特に子供を襲う
病気です。これを減らしていこうということで、ロータリーで
はポリオ撲滅の運動への協力を要請しています。「ロータ
リーの友」にはポリオが撲滅寸前となっていると書かれて
います。これまで多くの犠牲者が出て、その病気を防ぐた
めに何千万人というワクチンを投与してきました。そのため
に我々の浄財は使われています。ワクチンの発明者であ
る故アルバート・セービン博士は、ポリオがいずれ世界に蔓
延することを予見していました。
　最近のロータリーでは、水の問題が非常に重要である
とされています。世界の人口の飲料として用いられる清潔
な水は非常に少ない量です。衛生状態を良くして水を供
給していかなければ、水で命を落とすことにもなりかねませ
ん。私が昨年行った中東のアラブ首長国連邦は7つの国
王がまとまって作りました。大きな河川はなく、砂漠が国土
のほとんどを占めているために、飲料水は海水を真水化し
て使っています。このための設備には大変なお金がかか
りますが、石油と天然ガスの生産によって国の経済を左右
するほどのお金を持っており、海水を真水に変える装置な
ど簡単に取り入れるそうです。アフリカでは地下水を汲み
上げるために井戸を掘ったり、雨水をろ過して真水を得て
います。ユネスコと共にロータリーでも水を大事にして、ま
た水で困っているところを支援しようということで非常に力
を入れており、その活動が評価されております。

　中国でも大気汚染で困っていますが、水でも困っていま
す。エネルギー源の石油、石炭も余っているわけではありま
せん。米山奨学生として日本でお世話した中国の学生たち
が少しずつ活動してくれるものと思います。「ロータリーの
友」に支援活動などがたくさん載っておりますが、さらに知り
たいと思うことはホームページで資料を探していただきたい
と思います。「ロータリーの友」にはなるほどと思うことがたく
さん載っていますので、ぜひすみずみまで読んでください。
　ロータリー活動の報告の場が広報であり「ロータリーの
友」への投稿も大事であるとされております。新会員の皆さ
んのためにロータリー情報委員会がセミナーを行いました。
勉強不足なので次から次とやるべきことが出てきますが、ま
た機会があればお話しさせていただきたいと思います。


